
（透明化法：2025年度モニタリング） 

経済産業省からのアプリストアに関するご質問へのGoogleの回答 

Q1.​ エンゲージメント・コミュニケーションについて 

 

Q1.1.​アプリストアは、多数のアプリ事業者が参加しサービス提供を行うことができる環境を整

えることで大きな価値をユーザーに対して提供していると考えております。このため、御

社ではアプリ事業者に対しても様々な形でエンゲージメントされていらっしゃると推察し

ております。そこで、議論の前提として、御社におけるアプリ事業者へのエンゲージメン

トについて、差し支えない範囲でお伺いできますと幸いでございます。

回答： 

1.1.​ Google Playのようなアプリストアは、世界中のデベロッパーによってもたらされる

革新的なサービスや体験とユーザーを結びつけるうえで、非常に重要であると

いうことに同意いたします。オープンで安全かつダイナミックなプラットフォームを

構築することで、何百万人ものユーザーが多様なアプリやゲームを見つけ、アク

セスし、楽しむことができるようになり、あらゆる規模のデベロッパーが世界中の

ユーザーにリーチできるようになります。

1.2.​ 活気のあるアプリエコシステムを構築するというGoogleのコミットメントは、アプリ

デベロッパーに対して、彼らが成功を収めるための様々なツール、リソース、お

よびサポートを提供することや、ユーザーが安全で信頼性が高く、常に進化し続

けるデジタル市場から恩恵を受けられるようにすることなど、アプリデベロッパー

との多くのエンゲージメントに反映されています。 

アプリデベロッパーとのエンゲージメント：チャネルおよび取り組み 

1.3.​ Googleは、各段階でデベロッパーをサポートするよう設計された様々なチャネル

を通じてアプリデベロッパーと関わっており、その結果、ユーザーに利益をもたら

しています。これらのチャネルには、技術的なサポート、教育リソース、ポリシー

フィードバックおよびコミュニケーションチャネル、デベロッパー同士が繋がって

知識を共有できるコミュニティフォーラムへのアクセス、そしてGoogleが開催する

様々なイベントが含まれます。2024年度の年次報告書で報告した具体的な例は

次のとおりです。 

● モバイル・コンテンツ・フォーラム（MCF）との定期的な会合：MCFは、モ

バイルコンテンツ業界のデベロッパーと企業で構成される業界団体で

あり、Googleは、デベロッパーからのフィードバックや苦情に対処し解決
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することを目的としてMCFと定期的に会合を行っています。Googleは、

MCFから貴重なフィードバックをいただいており、また、MCFはデジタ

ルプラットフォーム取引相談窓口（DPCD）の運営について貴省から委

託を受けていると認識しています。

● AI Day（2024年6月）：デベロッパー（特に小規模なデベロッパー）を対

象に、GoogleのAIツールを活用して、より低コストでアプリ開発を効率

化できるよう、Googleは2024年6月にAI Dayというイベントを開催しまし

た。

● Gemma Developer Day（2024年10月）：日本と韓国のデベロッパーや研

究者が参加し、GoogleのオープンAIモデルについて学び、フィードバッ

クを共有いただきました。また、Googleは、日本語版 Gemma 2 2Bモデ

ルを新たにリリースし、トレーニングガイドや新しいKaggleコンペティショ

ン（英文のみ）とともに、Gemmaの多言語機能を紹介しました。これは、

Gemmaの言語機能を強化し、世界中のデベロッパーが利用できるよう

にするためのGoogleの取り組みの一環です。 

● デベロッパー ヘルプコミュニティ（2023年開始、2025年4月から日本語

版が利用可能）：デベロッパーがPlay Consoleやポリシーのアップデー

トなどのトピックについて他のデベロッパーに質問するためのフォーラム

を提供しています。

● 「How Google Play / Android Works - Google の目指すモバイル エコ

システム」セミナー（2024年10月）：このオフラインセミナーは、Google

PlayおよびAndroidについて、政府機関、デベロッパー、およびAndroid

パートナーなど、国内の様々な関係者を対象として行われました。

● Google Play | Partner Day（2024年11月）：各地域のデベロッパーコミュ

ニティとの関係を醸成し、Google PlayおよびAndroidでビジネスを成功

させるためのベストプラクティスを共有するためのイベントを開催しまし

た。

● Google Play ベストオブ2024：日本のデベロッパーの皆様からのご要望

を受けて、Google Playでは、日本のデベロッパーが様々なカテゴリー

で開発した、優れたアプリ、ゲームおよび書籍を表彰する授賞式を開

催しました。Google Playでは、受賞者をユーザーに紹介する特設ペー

ジをGoogle Playストア内に設け、メディアも参加する授賞式を開催する

ことで受賞者の成功を広く紹介しました。

● 毎月のニュースレター：Google Playでは、Google Playに関する最新の

製品やポリシーの更新情報を、毎月のニュースレターを通じて提供して
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います。2024年には、Google Playのポリシー更新を含む製品更新情報

を共有するため、日本のデベロッパー向けに100万通のニュースレター

を日本語で発信しました。 

1.4.​ また、Googleでは、オープンなコミュニケーションを重視しており、ポリシーの策

定、リリース、アップデートにおいて、デベロッパーが公正な扱いを受けることを

保証する仕組みを整えています。たとえば、新しいポリシーまたはポリシーの更

新ごとに、Google Play のポリシー担当チームは、影響評価を実施し、ポリシー

の策定や更新の背景にある主要な要因を把握し、それがユーザーおよびデベ

ロッパーのコミュニティに与える影響を考慮しています。これには、日本のデベ

ロッパーからのご意見・ご感想を集約することも含まれます。また、ポリシーの適

用開始後も、デベロッパーからのフィードバックは随時考慮されます。その結果

として、ポリシーを再検討し、要件を追加または緩和する場合があります。 

1.5.​ より広くいえば、Google Playには、Googleのサービス、製品、ポリシーまたはプロ

セスについてデベロッパーがフィードバックを提供するために設計された多くの

フィードバックチャネルがあります。これには、日本のパートナーシップチームに

よる様々な日本のデベロッパーとの直接的なコミュニケーション、様々なチーム

による調査、ヘルプセンターのウェブフォームなどが含まれます。Googleは、自

社サービスに対するデベロッパーからのご意見・ご感想に注意を払っており、デ

ベロッパー向けサービスの改善に向けて常に取り組んでいます。 

1.6.​ イノベーションが促進され、ユーザーが安全で質の高い多種多様なアプリにアク

セスできる環境を作ることがGoogleの目標です。アプリ事業者と緊密に協力し、

健全でダイナミックなアプリエコシステムを支援するため、継続的にGoogleのエ

ンゲージメントを強化することに引き続き取り組んでいきます。

Q1.2.​また、多数のアプリ事業者が参加するこうした場において、コミュニケーションを円滑化

することには様々なチャレン ジもあるものと推察します。差し支えない範囲で、御社にお

けるコミュニケーション上の工夫やチャレンジについてお伺い できますと幸いです。 

回答： 

1.7.​ Google Playにおけるアプリ事業者の大規模で多様なエコシステム内で効果的

なコミュニケーションを促進することには、いくつかの特有な課題があります。こ

れには、デベロッパーからの大量の問い合わせの管理、異なる地域や言語のデ

ベロッパーの様々なニーズへの対応、ポリシーアップデート時の明確性の確

保、あらゆる規模のデベロッパーへのタイムリーで利用しやすいサポートの提供

などが含まれます。 
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1.8.​ これらの課題に対処するために、デベロッパーブログを通じた定期的なアップ

デート、専用のサポートチャネル、インタラクティブなフォーラムなど、様々なコ

ミュニケーション戦略を活用しています。たとえば、2024年にはMCFと協力して7

回の会合を開催し、デベロッパーの個別事情に基づく懸念についてフィード

バックをいただいています。 

1.9.​ また、直接対話を促進するためにイベントやウェビナーを開催し、デベロッパー

のコミュニティからのフィードバックを収集しています。たとえば、2024年には

Google Developer Groupsと提携して、日本でGoogle I/O Extendedセッションを

4回開催しました。これは、対面型のコミュニティ主導の会合を通じ、デベロッ

パーをGoogleのデベロッパー技術とつなげる世界的なプログラムで、合計で約

200人のデベロッパーに教育の機会を提供しました。 

1.10.​ デベロッパーに重要な情報を伝達する継続的な取り組みの一環として、2024年

4月から2025年3月の間に、Google Playでは、アプリデベロッパーと理解を深め

るためのいくつかの取り組みを実施しました。これらの取り組みには以下が含ま

れます。 

● Play Consoleダッシュボードのポリシーの詳細ページ（Policy Details）を

アップデートし、アプリの審査中に検知された違反に関する詳細情報

（画像、明確な説明およびデベロッパーが問題を解決するために役立

つ直接リンクを含む）を追加しました。この改訂されたページにより、デ

ベロッパーは完了すべき未処理のタスク、関連ポリシーの遵守に関す

る潜在的課題、および問題を迅速に解決するためのリソースをより簡単

に特定できるようになりました。デベロッパーがこれらの詳細を閲覧でき

るページは、すでに提供されているエンフォースメントに関する電子

メールに加えて提供されています。

● Google Playはポリシーの期限ページを公開しており、このページでは、

デベロッパーがポリシーの期限をより迅速に確認できる方法を提供し、

次のステップを明確にし、かつ、ポリシー変更をよりよく理解するリソー

スを提供しています。

1.11.​ Googleは、デベロッパーへのサポートを継続的に改善していくために、さらなる

対話やフィードバックを歓迎いたします。 

Q1.3.​次に、御社における国内管理人についてお伺いします。国内管理人は、アプリ事業者

へのエンゲージメント等を図る上 で御社における中心的な役割を果たす者と位置づけ

られると考えられます。そのため、アプリ事業者その他の関係者と御社 の国内管理人に

おいては、様々な場面でコミュニケーションされていると思います。御社において国内管
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理人は具体的にど ういった業務をされていらっしゃいますでしょうか（業務の負担感を

理解できるような御回答が望ましいです）。なお、国 内管理人の判断で決定できる事項

にはどのようなものがあるか可能な範囲で教えてください。 

回答： 

 

国内管理人の役割および主な責任 

1.12.​ Googleの日本法人であるグーグル合同会社は、国内管理人として、

デベロッパーの皆様が

かかえる問題点が円滑に解決される

 

1.13.​ グーグル合同会社が国内管理人として担う主な業務は、2024年度の年次報告

書に記載したとおりです。  

 

1.14.​

1.15.​
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1.21.​ 上記のように、

 

1.22.​

 

1.23.​

 

Q1.5.​上記Q1-3及びQ1-4でご回答いただいた業務や御社内での連携における障害や困難

があればご教示いただきたいです。 また、国内管理人の業務に係るレビューや今後の

取組み予定があれば合わせてお伺いできますと幸いです。 

回答：  

1.24.​

 

1.25.​
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1.26.​

 

1.27.​

 

1.28.​

 

Q4.​ ポリシー変更等によるアプリの大幅削除について 

Q4.1.​アプリストアにおいてはストアでの提供前の審査もあれば、提供開始後における規約へ

のコンプライアンスの チェックが行われているものと思います。御社におかれまして、昨

年より規約の変更及びこうしたチェックの強化を通して、アプリストアで提供されているア

プリの質の確保に取り組まれていると理解しております。こうした取 組みの結果、例え

ば、2024年初頭のGoogle Playストアでは全世界で約340万個のアプリが配信されていま

したが、2025年4月時点でのアプリ配信数は約180万個に絞られた（App Storeでは約

160万個から約164万個へと増加し た）との報道もあったと認識しております。同報道で

貴社は、①2024年7月に「機能、コンテンツ、ユーザーエクスペリエンス」ポリシー（限定

的な機能およびコンテンツしか提供しないアプリや、クラッシュ、強制終了、フリーズ、そ

の他正常でない動作をするアプリを禁止）を新たに設けたこと、②アカウントの本人確認

要件を拡張し たこと、③2023年11月に個人用デベロッパーアカウント向けのアプリテスト

要件を厳格化（12人（2024年12月ま では20人）以上のテスターが14日以上連続でオプ

トインしてアプリのクローズドテストの実施を義務付け）したこと、④詐欺的なアプリを人間

がチェックする体制を拡大したこと等が行われたと伝えております。この大幅なアプリの

削除の背景について、直面している課題やそれに対処するためのアプリストア運営方針

やオペレーション上の変更、変更に伴う一時的なネガティブな影響の予測と対応方針な

どについて、差し支えない範囲でお伺いできます と幸いです。
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回答： 

4.1.​ ご高承のとおり、Google Playではアプリストアにおけるアプリの品質と安全性を

向上させるための措置を講じてまいりました。Googleは、世界中の何十億人もの

ユーザーと何百万人ものデベロッパーに、安全で信頼性の高い魅力的な体験

を提供することに取り組んでいます。アプリのエコシステムが成長するにつれて、

ユーザーにとっての品質と安全性の維持に関連する課題も増えています。しか

し、貴省が言及したポリシー変更は、Google Playに初めて公開申請される新規

アプリに対して主に焦点を当てたものです。Google Play上で利用可能なアプリ

の総数が減少したのは、デベロッパーがデータ セーフティラベルを提供しない

ことを選択し、既存のアプリがGoogle Playから削除されたことが主な原因です。

これについては、以下でさらに説明します。 

4.2.​ Googleが実施した取り組みは、Google Playが高品質のアプリを提供するために

注力していることや、ユーザーの安全性のための継続的な改善に向けたGoogle

の取り組みを反映したものです。 

Google Playにおける品質およびユーザーの安全性の改善 

4.3.​ Googleは、アプリの機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエンスの基準を改善

するための措置を講じ、これらの基準を満たしていないアプリが相当数あること

を確認しました。これらの戦略的な取り組みは以下を含みます。 

● 「機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエンス」ポリシー：このポリシーは、

既存の最小限の機能に関するポリシーを置き換える形で2024年7月に導入

されました。新しいポリシーでは、アプリの安定性、有用性、コンテンツの品

質に関する明確な要件を設定しています。クラッシュしたり、フリーズしたり

する機能的で魅力的なユーザー エクスペリエンスとは言えない、最小限ま

たは静止コンテンツのみを表示するアプリは、Google Playでは許可されま

せん。このポリシーは、Google Play上で低品質または機能しないアプリが

増加していることに対応して策定されました。このポリシーの対象となるアプ

リの一般的な動作には、静止画像のみを表示するアプリや全く読み込まれ

ないアプリが含まれます。Play Consoleの「機能、コンテンツ、ユーザー エ

クスペリエンス」ポリシーのページで概要が説明されています。

● アプリのテスト要件の強化：2023年11月以降、新しく作成された個人用デベ

ロッパーアカウントからの新しいアプリは、Google Playで公開される前に、

最小限のテスターによる一定期間のクローズドテストを受ける必要がありま

す。この変更は、新しいアプリがユーザーに届く前にGoogleの品質基準を

満たしていることを確認することを目的としており、これらの要件に関する情
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報は、Play Consoleのヘルプページで入手できます（「新しい個人用デベ

ロッパーアカウント向けのアプリテスト要件－Play Consoleヘルプ」をご参照

ください）。 

● アカウント認証の強化：説明責任と透明性の重要性を認識し、Android

Developers Blogに記載されているように、デベロッパーの検証要件を拡大

しました。これには、Google Play上のアカウントが実在する人物によって作

成され、実際の連絡先が提供されていることを確認するため、電子メールア

ドレス、電話番号、支払情報の必須の認証が含まれます。これらの対策に

よって、すべてのデベロッパーアカウントが実在する個人または組織に紐

づけられていることを確認し、詐欺のリスクとユーザー被害を軽減します。

2024年度の年次報告書で記載したとおり、2023年9月以前にアカウントを

作成済みの既存のデベロッパー向けに、Play Consoleとヘルプセンターか

ら入手できるデベロッパーのサポートを強化するための詳細な手順ガイドを

入念に作成し配布しました（日本語版のガイドはこちら）。これらの認証要件

を導入することにより、Google Playはデベロッパーとユーザーの双方にとっ

て、より安全で信頼性の高い環境の構築を目指しています。今後も認証プ

ロセスを継続的に改善し、この認証プロセスに関する懸念が発生した場合

には対応していきます。 

● エンフォースメントプロセスの強化：AndroidおよびGoogle Playは、ユー

ザーがGoogle Playからダウンロードしたアプリを信頼し、デベロッパーが事

業を成長させることができるよう、コミュニティの保護と悪意のある行為者へ

対抗するための取り組みを続けてきました。これには、ユーザーとデベロッ

パーの保護を目的とした人間による審査への追加投資が含まれます。安全

かつ信頼性のある体験を提供し続けるため、Googleの審査チームは、より

時間をかけて新しいアプリを評価し、アプリがユーザーを欺いたり騙したり

せず、またポリシーに準拠した貴重なユーザー エクスペリエンスを提供で

きるよう努めています。これにより、Google Playを介してユーザーに到達す

る悪質なアプリをこれまで以上に防止し、被害が発生する前にユーザーを

有害または悪意のあるアプリから保護することができました。詳細について

は、Google Security Blog（英文のみ）をご参照ください。

データセーフティラベルに関するポリシー 

4.4.​ Googleは、ユーザーデータのプライバシーおよびセキュリティを非常に重視して

います。Q4-1で引用されている記事で言及されている取り組みに加えて、直近

の透明化法に基づく年次報告期間中にGoogle Playストアでアプリの数が減少し

た理由は、デベロッパーがポリシーに準拠したデータセーフティラベルを提供し

なかったことにより、既存のアプリが削除されたことが原因です。このラベルは、
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各アプリのGoogle Playのデータ セーフティ セクションの一部であり、ユーザー

がアプリをインストールする前に、アプリデベロッパーがユーザーデータを収集、

共有、保護するか否か、およびその方法をユーザーに示します。この情報に

よって、ユーザーがインストールするアプリを決定する際、より多くの情報に基づ

いた選択を行うことができます。 

4.5.​ このポリシーに準拠するには、すべてのデベロッパーがGoogle Play上で公開す

るアプリにおいてユーザーデータを収集および処理する方法を申告し、暗号化

などのセキュリティ対策を通じてどのようにデータを保護するかについての詳細

な情報を提供する必要があります。データセーフティラベルのポリシー要件は、

2021年にデベロッパーに公開され、2022年4月に消費者向けにアナウンス（英

文のみ）されました。これ以降、このポリシーについてデベロッパーに通知するた

めの協調的な働きかけの一環として、そのアプリについて、ポリシーに準拠した

データセーフティラベルの提供に関する多くのリマインダーや警告をデベロッ

パーは受けとっています。この働きかけの後、デベロッパーがポリシーに準拠し

たデータセーフティラベルを提供していないアプリの削除を始めました。この段

階的な実施が、直近の透明化法に基づく年次報告期間中に行われたGoogle 

Play上の多数のアプリの削除の主な要因となりました。 

4.6.​ データの取扱い方法を含め、Google Playに公開するアプリについて完全かつ

正確な申告を行う責任は、デベロッパー自身が負います。デベロッパーは、Play 

Consoleのアプリコンテンツページにあるデータセーフティフォームを通じて、ア

プリについて要求される情報を簡単に提供することができます。Google Playで

は、すべてのポリシー要件についてアプリを審査していますが、ユーザーデータ

の取扱いについて、デベロッパーに代わって判断することはできません。 

課題と継続的な取り組み 

4.7.​ 世界中に何十億人ものユーザーと何百万人ものデベロッパーを有しているた

め、Googleのエコシステムの規模と多様性は、独自かつ変化し続ける課題をも

たらしています。アプリ業界が成長するにつれて、機能、コンテンツ、ユーザー

の安全性のために高い基準を維持することの複雑さも増しています。 

4.8.​ 悪意のある行為者が精巧さを増し、検出することが困難になっている中で、サイ

バーリスクとマルウェアは、引き続きGoogle Playとユーザーが直面する重大な課

題となっています。たとえば、マルウェアを特定することはますます困難になって

おり、特にアクティブ化されるまで休眠状態にあるマスクウェア（マルウェアの一

種）の場合にこれは当てはまります。これらの課題に対処するために、ポリシー

のエンフォースメントと異議申し立てプロセスは継続的な投資の対象となってい

ます。たとえば、Play Consoleでは、2024年にお問い合わせフォームを大幅に

アップデートしました。このアップデートでは、デベロッパーが異議申し立ての正
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確な理由を特定できるオプションを追加し、異議申し立て受付プロセスを効率化

しました。 

4.9.​ デベロッパーのデータ処理方法に関する透明性と安全性を確保することも引き

続き優先事項となっています。Googleは、ユーザーデータの収集、共有、保護

の方法をデベロッパーが明確に開示することを要求するデータセーフティラベ

ルポリシーに係る要件を引き続き執行しています。これにより、ユーザーは情報

に基づいた選択を行うことができ、より安全なアプリエコシステムを促進すること

ができます。アプリによるユーザーデータの取扱いや、データ使用に関するユー

ザーへのコミュニケーションの改善に引き続き取り組んでまいります。 

Q4.2.​Q4-1でお伺いしました昨年の変化はアプリ事業者から見て、大きな変更であったので

はないかと推察しております。「機能、コンテンツ、ユーザーエクスペリエンス」ポリシーを

新たに設ける際、その過程で、ポリシーによって影 響を受ける様々なアプリ事業者の状

況を事前に把握することや、こうした事業者による理解を促進するような取組 みは重要

と考えております。御社における取組み状況について、差し支えない範囲でお伺いでき

ますと幸いです。 

回答：  

4.10.​ Googleは、「機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエンス」ポリシーの実施に関

する否定的なフィードバックや苦情は観測していません。 

4.11.​ しかしながら、Googleでは、新しいポリシーの導入にあたり、アプリデベロッパー

を理解し、サポートすることの重要性を認識しています。「機能、コンテンツ、

ユーザー エクスペリエンス」ポリシーを実施する前に、主要な要因を収集し、デ

ベロッパー コミュニティへの潜在的な影響を把握するため、影響評価を実施し

ました。このプロセスでは、ポリシーの策定と実施においてデベロッパーの視点

が考慮されるよう、デベロッパーからのフィードバックの集約が行われました。 

4.12.​ すべての新しいポリシーと同様に、すべてのデベロッパーには、ポリシー変更の

発表から遵守期限までに30日間の猶予期間を設けています。この間、デベロッ

パーからのフィードバックを積極的に収集、および審査し、ポリシーまたはサ

ポート対応に必要な調整を行います。また、日本のパートナーシップチームは、

約120の日本のデベロッパー（2024年12月現在）と定期的にコミュニケーションを

取り、フィードバックを収集し、関連する社内チームに共有しています。2024年5

月、Googleは、ポリシー問題に関するデベロッパーの経験をより深く理解するた

め、追加のPlay Consoleのアンケート調査を実施しました。 
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4.13.​ これらの措置によって、デベロッパーが、自身に影響を与えるポリシーの策定に

おいて、意見を表明する機会が確保されています。Play Consoleのアンケート調

査は引き続き公開されており、「機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエンス」

ポリシーを含む継続的なフィードバックが可能となっています。 

Q4.3.​Q4-2でお伺いしましたポリシーの各論的要素についてお伺いします。「機能、コンテン

ツ、ユーザーエクスペリエンス」ポリシーについて、例えば、ゲームアプリのサービス提供

の終了後、そのアプリが、アプリ事業者がユー ザーに対しゲーム課金通貨の返金を行う

画面のみ表示するようなものに更新された場合、「限定的な機能およびコ ンテンツしか

提供しないアプリ」に該当してしまう場合があるように考えられますが、このような場合、ア

プリは アプリストア上で提供できなくなり、アプリ事業者が資金決済法20条の義務である

業務を廃止した場合などにおけ る前払式支払手段の払戻義務を果たす上で障害とな

る場合があると考えられます。こういった場合においてこのポ リシーに違反するかどうか

を、御社ではどのようにして判断されているのか、差し支えない範囲でお伺いできます

と幸いでございます。

回答： 

4.14.​ 上記Q4-1への回答で述べたとおり、「機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエ

ンス」ポリシーは、機能やコンテンツが限定的または不備のあるアプリのみを対

象としています。このポリシーの目的は、アプリのパフォーマンスをユーザーが期

待するアプリのパフォーマンスと一致させることです。そのため、デベロッパー

は、アプリの機能を正確に反映するようにアプリの情報と説明を更新する責任が

あります。これにより、ユーザー エクスペリエンスが改善され、Google Playのエ

コシステムとそこにおけるアプリとのエンゲージメントの全体的な質が向上しま

す。 

4.15.​ 「機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエンス」ポリシーは、機能やコンテンツ

が限定的なアプリをGoogle Play上で配信することを許可していません。これには

以下のようなアプリが含まれます。 

● テキストのみのアプリやPDFファイルのアプリなど、アプリ固有の機能を持た

ない静的なアプリ

● 壁紙1枚のアプリなど、コンテンツが非常に少なく、魅力的なユーザー エク

スペリエンスを提供しないアプリ

● 何も行わない、または何の機能も提供しないアプリ

4.16.​ また、本ポリシーは、クラッシュ、強制終了、フリーズ、その他正常でない動作を
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するアプリをGoogle Playで配信することを許可していません。これには以下のア

プリが含まれます。 

● インストールできないアプリ

● インストールできるが読み込まれないアプリ

● 読み込まれるが、応答しないアプリ

4.17.​ ユーザーにゲーム内の通貨を返金する機能を追加したアプリ、または同様の機

能を表示するアプリは、通常、「機能、コンテンツ、ユーザー エクスペリエンス」

ポリシーの違反とはなりません。上記4.15と4.16で説明したとおり、機能が限定

的なアプリまたは不備のあるアプリのみが、本ポリシーの違反に該当します。デ

ベロッパーは、アプリストア上の情報および説明が正確であり、そのアプリの機

能を反映していることを確保する責任を負います。 

4.18.​

4.19.​ これらのプロセスは、重要な機能（特に、法律で義務づけられている機能など）

を備えたアプリがエンフォースメントの対象となる程度を軽減します。アプリがエ

ンフォースメントによって削除された場合も、デベロッパーはGoogle Playの異議

申し立て手続により、異議を申し立てることができ（詳細は下記Q5-6の回答に記

載）、これによりアプリの復元が可能となります。 

Q4.4.​Q4-1においてお伺いいたしました、御社の取組みの一つに、個人用デベロッパーアカ

ウント向けのアプリテスト要件の厳格化が含まれると推察します。これについて各論的要

素についてお伺いします。御社は、2024年12月11日、20名のテスターを集めるのが難し

いという声を受けたことを踏まえ、テスター数を12名に変更されたものと推察します。この

変更により、アプリのテストに必要なテスターをオプトインで集める際に、より簡単に基準

を超えることができるようになると考えられます。こうした変更について、当初20名と設定

された背景や、12名でもアプリの品質向上ができると判断された背景、変更後の影響な

どについて差し支えない範囲でお伺いできますと幸いです。
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回答： 

4.20.​ ご指摘のとおり、デベロッパー個人アカウントのアプリテスターの必要数が削減

されたのは、Google Playにアプリを公開する前にアプリが十分にテストされたこ

とを示すプロセスをより柔軟にすることに対するデベロッパーの皆様からのご要

望に対応して行ったものです。2024年度の年次報告書に記載したとおり、デベ

ロッパーからのフィードバックはしばしばポリシーの導入後に検討され、ポリシー

要件の改定につながる場合があります。 

4.21.​ アプリのテストはアプリを成功裏に公開し、Google Play上のアプリの質を維持す

るために重要なプロセスです。新規デベロッパーの個人アカウントのアプリテスト

要件は、デベロッパーがアプリをテストして問題を特定し、フィードバックを入手

して、公開前にすべての準備を整えられるようにするために導入されました。 

4.22.​ アプリに対して継続的にテストを行うことで、アプリの機能的な動作やユーザビリ

ティを公開前に検証することができます。これにより、技術的な問題やユーザー

エクスペリエンスに関する問題の影響を最小限に抑えることができ、アプリの最

良のバージョンをリリースすることができるようになります。アプリの公開前にPlay 

Consoleのテストツールを定期的に使用しているデベロッパーは、より質の高い

ユーザー エクスペリエンスを提供でき、Google Playにおける高評価や成功に

つながります。 

4.23.​ Googleは、Google Play上のアプリが高品質なものであり、最高のユーザー エク

スペリエンスに貢献するように取り組んでいますが、新しいデベロッパーが

Google Playのコミュニティに参加でき、ユーザー層を拡大する機会を提供するこ

とも重視しています。Googleは、デベロッパーがテスト結果を審査に回した際

に、各テストの結果を分析しています。テスト要件を最初に導入した後、データ

を収集および評価した結果、テストの有効性を評価するためには、12名のテス

ターで十分であることが判明しました。また、ユーザーが比較的少なく、20名の

テスターを確保することが困難であったデベロッパーからのフィードバックを受

け、アプリの品質や安全性について妥協することのないよう、テスターの必要数

を12名に削減しました。この変更により、より多くのデベロッパーがアプリをテスト

し、Google Playに公開することができるようになりました。 

4.24.​ アプリのGoogle Playでの公開前に必要なテスターの数の削減は、Googleがデ

ベロッパーからのフィードバックに耳を傾け、デベロッパーが得られる成果をより

良くするためにポリシーを改善した努力を示すものです。Googleは、常にデベ

ロッパーからのフィードバックを収集し、評価することでポリシーの修正または

アップデートについて検討しており、このフィードバックのサイクルは効果的で、

継続的な理解を確保するのに役立っています。 
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Q5.​ アカウント停止・アプリ削除の慎重な判断について 

 

Q5.1.​御社におけるアカウント停止措置判断についてお伺いします。規約への違反となるアプ

リやそのアプリを通じた サービスを通じて、ユーザーへもたらされる様々なリスクを最小

化するために、御社においては、アプリ削除やアカウント停止措置といった段階のある

措置を行っていると考えております。また、規約への違反となる技術的仕様やサービス

内容は、技術やサービスの変化に応じて日々変化すると考えられ、それに応じて、御社

における対応も 日々変化しているものと推察されます。こうした点を踏まえた上で、まず

は、御社におけるアカウント停止件数の推移について、差し支えない範囲でお伺いでき

ますと幸いです。また、アプリ削除などの段階的措置を講じている場合は、比較としてそ

れらの推移も差し支えない範囲でお伺いできますと幸いです。

回答： 

5.1.​ Googleは、Google Playにおいてユーザーとデベロッパーにとって安全かつ信頼

できる体験を維持できるように取り組んでいます。Googleの違反措置（アプリ削

除、アプリ停止、アカウント終了などを含む）は、Googleのデベロッパー販売／配

布契約（DDA）およびデベロッパー プログラム ポリシー（DPP）の違反に対応

するために設計されたものであり、内容に比例し、かつ透明性のある形で適用さ

れます。 

段階的エンフォースメント措置 

5.2.​ Googleは、多様な違反措置を採用しており、かかる措置はポリシー違反の重大

さおよび頻度に応じて段階的に強化されます。Googleが実行しうる違反措置の

詳細は、違反措置の適用プロセスおよび下記5.23において記載されています。 

違反措置の傾向 

5.3.​ Googleは、違反措置における透明性の重要性を認識しています。以前の透明

性法に基づく年次報告期間中、アカウント停止およびアプリ削除の件数は減少

傾向に見られました。Googleは、透明性法に基づく年報告期間の初期段階に

おいては、アカウント停止およびアプリ削除の件数がより高い傾向にあったこと

を確認していますが、Q5-2への回答で詳細を説明しております。 

5.4.​ アカウント終了件数の変動は、DDAまたはDPPに違反した、もしくはアカウントの

停止が適切と判断される不正行為に関与しているデベロッパーの人数に直接

依拠するため、必ずしもGoogleがコントロールできるものではありません。 

デベロッパーのサポートおよび異議申し立て 
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5.5.​ Googleは、エンフォースメントプロセスにおいて公平性を確保するよう努めてい

ます。アプリがGoogle Playのポリシーの基準を満たさず、デベロッパーが問題の

解決を拒否する場合、問題の修正が不可能な場合（例：海賊版のソフトウェアな

ど）、またはデベロッパーが重大な違反や繰り返しの違反を行った場合、当該ア

プリはGoogle Playから削除され、デベロッパーに通知されます。 

5.6.​ デベロッパーは、Googleが誤って措置を行ったと考える場合、エンフォースメント

の決定に異議を申し立てることができます（また、異議申し立ての手順は電子

メールで通知されます）。デベロッパーは、基準に遵守する新しいバージョンの

アプリを提出し、Google Playで販売および配布することができます。

5.7.​ Googleのポリシーおよび違反措置の仕組みは、技術の進歩や新たなリスクに対

応するため、定期的に更新されています。デベロッパーが速やかに問題を提起

し、Googleが迅速に問題へ対応できるよう、異議申し立ての手続についても継

続的に改善を続けています。たとえば、上記で述べたように、Play Consoleで

は、2024年にお問い合わせフォームを大幅にアップデートしました。このアップ

デートでは、デベロッパーが異議申し立ての正確な理由を特定できるオプション

を追加し、異議申し立て受付プロセスを効率化しました。これに関連して、デベ

ロッパーから前もって関連情報を収集し、異議申し立てをより早く分類する能力

にも投資しており、それによって担当者の専門知識と異議申し立てをより適切に

組み合わせることで、さらに効率的かつ正確な意思決定を実現することを目指し

ています。 

Q5.2.​また、アカウント停止の原因となる事象の傾向の推移について、差し支えない範囲でお

伺いできますと幸いです。アプリ削除などの段階的措置を講じている場合は、比較とし

てそれらについても差し支えない範囲でお伺いできますと幸いです。 

回答： 

5.8.​ Googleは、Google Playにおいてすべてのユーザーにとって安全かつ信頼でき

る体験を維持できるように取り組んでいます。Googleのポリシーに違反するアカ

ウントおよびアプリを継続的に監視し、特に詐欺、マルウェアまたはその他の有

害な行為からユーザーを保護するために適切な措置を講じています。以下に

て、直近の透明化法に基づく年次報告期間中にアカウント停止やアプリ削除に

つながった事象の傾向に関して考察を記載いたします。 

アカウント停止の傾向 
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5.9.​ Google Playにおけるアカウント停止の原因の大半は、詐欺、違法または倫理に

反する活動、マルウェアの配布などの重大なポリシー違反によるものです。これ

らの行為は、ユーザーとGoogle Playのエコシステム全体に重大なリスクをもたら

すものです。Googleのエンフォースメントチームは、ユーザーの保護およびプ

ラットフォームの健全性の維持のため、重大なポリシー違反を行うアカウントに対

して速やかな措置を講じることを優先しています。また、執拗な悪意のある行為

者からユーザーを保護するため、Google Playのポリシーに繰り返しまたは複数

回違反したアカウントは停止される場合もあります。 

5.10.​ サイバー・リスクの動的な性質、および悪意のある行為者の巧妙化により、

Google Playストアにおける安全なユーザー エクスペリエンスを維持することは、

継続的な課題となっています。詐欺やマルウェア配布などの行為はユーザーに

とって特に有害であり、これらの行為に関与していると特定されたアカウントに対

して迅速に対応することは、Google Playのエコシステムの健全性を維持するた

めに重要です。 

アプリ削除または停止 

5.11.​ アプリ削除または停止の原因となった事象は幅広くあります。

5.12.​ 直近の透明性法に基づく年次報告期間中において、アプリ削除の主要な原因

となったのは、データセーフティラベルの欠落でした。このようなアプリの削除の

実施は、デベロッパーがアプリの機能、コンテンツまたは対象ユーザーに関する

必要な情報をGoogle Playへの提出プロセス中に提供しなかった場合に発生す

るもので、アプリがGoogle Playのポリシーを遵守し、ユーザーに適切に表示され

ることを確実にするうえで重要です。ポリシーのエンフォースメントの実施および

その背景は、Q4-1の回答でより詳細に記載しております。 

5.13.​ 有効なプライバシーポリシーが存在しないことも、アプリの削除および停止を引

き起こす要因の一つです。ユーザーデータにかかるGoogle Playのポリシー（こ

ちらをご参照ください）は、Google Play上のアプリに対し、ユーザーデータの収

集、使用および共有についてアプリのプライバシーポリシーならびにアプリ内の

表示において包括的に開示することを求めています。開示対象には、データの

共有先についても含まれています。プライバシーポリシーは、ユーザーとデバイ

スに関する機密データの取扱いについて透明性を提供することに役立ちます。

プライバシーポリシーの要件は、データ保護およびプライバシー法令の法的要

件に準拠していることに加え、データ処理の明確化を通じてユーザーとの信頼

構築にも寄与します。 

5.14.​ 直近の透明化法に基づく年次報告期間中におけるアプリ削除および停止のもう

一つの主要な要因は、マルウェアでした。すでに貴省にご連絡したとおり、マル

ウェアに対する早急な対応は、ユーザーとユーザーのAndroidデバイスに安全
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なAndroidエコシステムを提供するために重要です。マルウェアの種類や能力は

それぞれ異なりますが、通常、データの窃取や詐取、その他ユーザーのデバイ

スを侵害するなど、マルウェアはユーザーに危害を与えることを目的としていま

す。 

5.15.​ 悪意のある行為者による詐欺的、違法または倫理に反する目的を実行すること

を許せば、ユーザーとそのデータまたはデバイスに深刻な影響を及ぼす可能性

があります。詳細な情報については、Play Consoleのマルウェアのページで閲覧

可能です。 

5.16.​ これらの傾向は、悪意のある行為者が、様々な方法でGoogle Playのポリシーに

違反し、Google Playが維持しようとしている安全かつユーザーフレンドリーな環

境を損なうことを示しています。マルウェアやサイバーセキュリティの脅威、詐欺

はいずれもますます高度化してきており、ユーザーにとっての脅威となっていま

す。 

Q5.3.​Q5-2でお伺いしましたアカウント停止の原因となる事象については、御社においてどう

やって発見しているのか、差し支えない範囲でお伺いできますと幸いです。 

 

回答： 

5.17.​ 通常、アカウント停止の原因となる行為は、Googleのアプリおよびデベロッパー

の審査プロセスを通じて発見されます。 

5.18.​ Googleは、毎日全世界で数千ものアプリを審査しています。これには新規のア

プリ、および既存のアプリのアップデートも含まれます。

 

5.19.​

 

5.20.​
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5.21.​

 

5.22.​ これらのプロセスにより、GoogleはDDAまたはDPPに違反するアプリや行動を特

定することができ、適切な違反措置を講じることができます。 

Q5.4.​アカウント停止のほか、アプリ削除などの段階的措置を講じている場合は、それぞれの

措置の判断の分岐について、どのような形でご判断されているのか、差し支えない範囲

でお伺いできますと幸いです。 

回答： 

5.23.​

 

5.24.​

5.25.​ コンテンツまたはアカウントが違法であるかどうか、または Google のポリシーに

違反しているかどうかを判断するために審査を行う場合、Google はさまざまな情

報を考慮します。考慮する情報には、アプリのメタデータ（アプリのタイトルや説

明など）、アプリ内での体験、アカウント情報（過去のポリシー違反の履歴など）、

アプリ内のサードパーティのコード、およびレポート システム（該当する場合）や

独自の審査を通じて取得したその他の情報などがあります。 

5.26.​ Googleは多様な違反措置を採用しており、ポリシー違反の重大さおよび頻度に

よってその程度は強化されます。Googleが採用しうる違反措置は、Googleの違

反措置の適用プロセスに記載されており、以下を含みます。 

● 否承認：これは、審査のために送信された新しいアプリまたはアプリのアッ

プデートがGoogle Playで利用可能にならないことを意味します。否承認

は、否承認となったアプリの既存のユーザー インストール、統計情報およ

び評価ならびにデベロッパー アカウントの状態には影響することはありませ
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ん。既存のアプリのアップデートが否承認となった場合、そのアップデート

の前に公開されているアプリのバージョンは、引き続きGoogle Playで公開さ

れます。デベロッパーは、基準を満たす新しいバージョンのアプリを提出す

ることができ、Google Playで配布することができます。 

● 削除：アプリが削除された場合、アプリは、そのアプリの以前のバージョンと

ともにGoogle Playで利用不可となり、ユーザーは、(i) アプリのGoogle Play

上の掲載情報、ユーザー インストール、統計情報および評価を確認できな

くなり、(ii) ポリシーに従ったバージョンがGoogle Playで承認されるまで、ア

プリ内購入やアプリ内課金機能を利用できなくなります。アプリが削除され

ても、デベロッパーのアカウントの状態にすぐには影響はありません。アプリ

が削除された後、デベロッパーは、問題を修正すればアプリを再提出する

ことができます。

● 停止：アプリの停止は、アプリの不承認または削除が繰り返された場合だけ

でなく、重大なポリシー違反や、複数のポリシー違反により生じることがあり

ます。アプリが停止された場合、「削除」の場合と同様に、アプリは、そのア

プリの以前のバージョンとともにGoogle Playで利用不可となり、ユーザー

は、(i) アプリのGoogle Play上の掲載情報、ユーザー インストール、統計情

報および評価を確認できなくなり、(ii) ポリシーに従ったバージョンがGoogle

Playで承認されるまで、アプリ内購入やアプリ内課金機能を利用できなくな

ります。デベロッパーは、停止されたアプリのAPKやApp Bundleは使用でき

なくなります。「削除」の場合とは異なり、デベロッパーは、問題を修正する

前に、違反措置について異議申し立てを行い、受理される必要があります

（下記参照）。停止は、デベロッパー アカウントの良好な状態に対する違反

としてカウントされ、複数回の違反によりアカウントが停止されることがありま

す。

● アカウント停止：アプリの削除および停止に加え、DDAとDPPの両方または

いずれか一方の重大なまたは繰り返しの違反を犯したデベロッパーのアカ

ウントは、停止される可能性があります。その場合、デベロッパーのカタログ

内のすべてのアプリがGoogle Playから削除され、関連するアプリにかかる

ユーザー、統計情報および評価は失われます。また、デベロッパーは、

Google Playで新しいアプリを公開することができなくなります。関連する他

のアカウントも永久的に停止となり、デベロッパーが開設しようとする新しい

アカウントについても、デベロッパー登録料金の払戻しが行われずに解約

されます。 

5.27.​ 違反措置は、ポリシー違反の重大さおよび頻度を考慮し、比例したものとなって

います。 
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Q5.5.​アカウント停止等を行うにあたって、規約への違反理由を詳しく伝えると、それを逆手に

取られるリスクがある場 合も考えられるところです。もし、御社においてそのようなリスクを

認識されていらっしゃる場合、どういったリ スクが考えられるか、事例も含めて、差し支え

ない範囲でお伺いできますと幸いです。 

回答： 

5.28.​

 

5.29.​

 

5.30.​

 

Q5.6.​アカウント停止等の措置を行うにあたっては、アプリ事業者側との情報の非対称性もあ

り、措置内容について利用事業者側は御社と異なる見解を持っているケースもあると考

えられます。そうした場合を踏まえた、措置に係る通知における異議申立てのための窓

口のご案内の状況についてお伺いできますと幸いでございます。 
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5.31.​ Googleは、エンフォースメントの決定に対して異議を申し立てる方法について、

明確なガイダンスをデベロッパーに提供しています。 

5.32.​ Googleは、以下に定める措置を含め、アプリ審査およびエンフォースメントプロ

セスにおける予測可能性を高めるように努め、デベロッパーによる異議申し立て

を支援しています。 

● デベロッパー ポリシー センターにおいて、外部向けのポリシーを通じて

Googleのエンフォースメントプロセスについて明確に情報提供をしている

● デベロッパーに対し、削除などの違反措置が講じられた際には、その理由

について通知している

5.33.​ ポリシー違反の管理のページを通じて、Google Playは、デベロッパーが違反措

置について、かかる措置をどのように解決するか、アカウントに関する特定の措

置（否承認、削除、停止、アカウント停止）が発生した場合に予想されること、お

よびGoogle Playがデベロッパーのアカウントに対して行った特定の措置に対す

る異議申し立ての方法について詳細に説明しています。 

5.34.​ アプリが削除された場合、Google Playは、すべてのデベロッパーに対して透明

性と公平性を提供するよう努めています。Play Consoleヘルプでは、様々なポリ

シ審査の結果やフラグ立てられたアプリへののアクセスをGoogle Playにおいて

復元するための手順を説明しています。新しいアプリやアプリのアップデートが

否承認となった場合、否承認に関する情報をデベロッパーに電子メールで提供

しています。当該電子メールにおいて、Googleは、デベロッパーが問題解決の

ために何をすべきか明確に理解できるよう、スクリーンショット、もしくはポリシー

違反に該当するコンテンツまたは行為に関する具体的な説明のいずれかを提

供するよう努めています。また、その電子メールには、異議申し立ての方法とデ

ベロッパーが異議申し立てプロセスを開始することができるリンクが記載されて

います。Googleは、アプリの評価においてアプリが否承認となる理由についてデ

ベロッパーの理解を深めることを目的として、2024年3月から2025年3月の間に

いくつかの取り組みを実施しました。それには、Play Console上のダッシュボード

のポリシー詳細のページを更新し、アプリ審査中に検出された違反に関する詳

細情報を追加したことなどが含まれます。これは最終的に、デベロッパーがエン

フォースメントの決定に対する異議を申し立てをしたい場合に役立ち、有益なガ

イダンスを提供します。

5.35.​ Googleは、異議申し立てのプロセスが簡易であり、かつ効率的に解決できること

を目指しています。まず、Google Playのサポート担当者が、デベロッパーから提

出されたオンラインフォームの問い合わせへの回答を踏まえて、どのように当該

異議申し立ての処理を進めるかを検討します。担当者は、必要に応じてエン

フォースメントの決定に関して再評価を行います。上記のとおり、当初の審査プ
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ロセスおよびサポート担当者による評価は、明確かつ客観的な基準を有する

DPPに基づいて実施されます。このプロセスにおいて、Googleの利益はデベロッ

パーおよび消費者の利益と密接に関連しています。その理由としましては、

ユーザーが求める高品質のアプリを除外することは、Google Playからユーザー

を遠ざけるだけだからです。 

5.36.​ 担当者がエンフォースメントの執行が誤りであったと発見した場合、当該アプリま

たはアカウントを復旧させます。担当者が違反を確認した場合、異議申し立てに

おいて提供された情報、違反の重大さ、およびデベロッパーのGoogle Playにお

ける過去のやりとりに基づき、当該デベロッパーが復旧の対象となるかを判断し

ます。担当者は、最終的に異議申し立てにかかる決定をデベロッパーに連絡し

ます。復旧の対象となる場合は、デベロッパーは、アプリを再公開するための手

順を受領します。異議申し立てが認められた場合、当初の違反措置は、デベ

ロッパーのアカウントの状態に影響しません。

5.37.​ このプロセスにより、デベロッパーは誤りがあると考えた場合に異議を主張する

機会を得られます。Googleの継続的な改善のための努力は、アンケート調査や

直接の連絡を含むデベロッパーからのご意見・ご感想をポリシーやサポート対

応の改善のために活用することを意味します。この多面的なアプローチを通じ

て、Google Playは安全かつ信頼できるプラットフォームであることを確保しなが

ら、相互理解を促進し、誤った違反措置を最小限に抑えることを目指していま

す。 

以上 
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